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２
０
０
７
年
度 

第
２
回 

東
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試
（Ａ
） 

文
科 

国
語 

採
点
基
準 

東
進
コ
ン
テ
ン
ツ
本
部 

教
務
部 

国
語
科 

《
採
点
者
の
皆
様
へ
》 

１ 

誤
り
を
容
認
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
限
り
受
験
生
の
気
持
ち
を
汲
み
取
っ
た
採
点
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

２ 

採
点
に
あ
た
っ
て
、
必
ず
各
問
題
の
全
容
を
掌
握
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

《
表
記
上
の
ル
ー
ル
》 

 

※
全
問
共
通
の
ル
ー
ル
で
す
。
例
外
が
あ
る
場
合
は
、
各
問
の
基
準
で
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

① 

枠
内
の
二
行
書
き
や
解
答
欄
を
は
み
出
し
た
も
の
は
不
可
、
０
点
と
す
る
。 

解
答
欄
外
に
書
か
れ
た
内
容
は
採
点
の
対
象
外
と
す
る
。 

 

② 

文
章
が
途
中
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
解
答
は
不
可
、
０
点
。 

 

③ 

誤
字
・
脱
字
は
き
ち
ん
と
見
て
く
だ
さ
い
。
一
つ
に
つ
き
、
１
点
減
点
と
し
ま
す
。 

※
送
り
仮
名
に
つ
い
て
は
、「
現
れ
る
／
現
わ
れ
る
」「
行
う
／
行
な
う
」
の
よ
う
に
表
記
の
仕
方
が
複
数
あ
る
も
の
に
関
し
て
は

許
容
と
し
ま
す
。 

※
同
一
文
字
の
誤
り
に
つ
い
て
は
、
減
点
は
初
出
の
一
回
の
み
。
二
回
目
以
降
は
減
点
を
せ
ず
、
誤
り
の
チ
ェ
ッ
ク
だ
け
入
れ
て

く
だ
さ
い
。 

 

④ 

記
述
問
題
に
お
け
る
文
末
の
句
点
（
。）
の
つ
け
忘
れ
は
、
１
点
減
点
。 

（
た
だ
し
、
古
文
・
漢
文
の
口
語
訳
で
は
句
点
が
な
く
て
も
不
問
、
減
点
な
し
。） 

 

⑤ 

マ
ス
目
の
あ
る
問
題
で
、
解
答
欄
の
最
後
の
マ
ス
に
文
字
と
句
点
を
同
居
さ
せ
て
い
る
場
合
は
１
点
減
点
。 

（
小
論
文
で
は
Ｏ
Ｋ
で
す
が
、
国
語
の
記
述
問
題
で
は
マ
ス
目
を
原
稿
用
紙
扱
い
に
は
し
な
い
た
め
、
こ
れ
は
字
数
オ
ー
バ
ー

に
な
り
ま
す
。） 

 

※
④
・
⑤
に
つ
い
て
は
、
減
点
理
由
を
簡
単
に
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
（「
句
点
な
し
」、「
字
数
オ
ー
バ
ー
」
な
ど
）。 

 

⑥ 

文
末
表
現
の
不
備
も
、
１
点
減
点
と
し
ま
す
。 

  

○
採
点
答
案
は
、
点
数
合
計
に
間
違
い
が
な
い
か
ど
う
か
を
、
こ
ち
ら
で
チ
ェ
ッ
ク
い
た
し
ま
す
。 

部
分
点
は
、
減
点
、
加
点
が
わ
か
る
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 
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一
（
現
代
文
）
採
点
基
準
（
文
科
＝
合
計
４
０
点
） 

 

問
一 

【
配
点
５
点
】 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
２
点 

（
模
範
解
答
例
）
現
代
社
会
で
の
自
己
実
現
の
た
め
に
文
化
的
な
（
or
他
者
と
の
）
差
異
化
を
演
技
的
に
図
る
世
界
か
ら
隔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
２
点 

離
し
た
自
己
の
確
認
は
で
き
る
が
、
他
者
と
の
関
わ
り
で
し
か
与
え
ら
れ
ぬ
自
己
の
意
味
を
喪
失
し
て
い
る
か
ら
。 

 

Ａ
「
現
代
社
会
で
の
自
己
実
現
」
―
１
点 

 

・「
現
代
社
会
」、「
自
己
実
現
」（「
主
体
」
の
「
存
在
の
充
実
」
も
可
）
の
２
ポ
イ
ン
ト
が
そ
ろ
っ
て
初
め
て
１
点
。 

 

Ｂ
「
文
化
的
な
差
異
化
を
演
技
的
に
図
る
世
界
か
ら
隔
離
し
た
自
己
の
確
認
は
で
き
る
」
―
２
点 

・「
文
化
的
な
差
異
化
を
演
技
的
に
図
る
世
界
」
に
つ
い
て
は
「
差
異
化
の
戯
れ
」
と
文
中
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
も
可
。 

こ
れ
で
１
点
。 

・
そ
う
い
う
世
界
か
ら
の
「
隔
離
」
と
い
う
内
容
と
合
わ
せ
て
表
現
さ
れ
て
い
て
１
点
、
計
２
点
。 

 

Ｃ
「
他
者
と
の
関
わ
り
で
し
か
与
え
ら
れ
ぬ
自
己
の
意
味
を
喪
失
」
―
２
点 

・「
他
者
と
の
関
わ
り
で
し
か
与
え
ら
れ
ぬ
」
１
点
。 

・「
自
己
の
意
味
を
喪
失
」
１
点
。
計
２
点
。 

  
 問

二 

【
配
点
５
点
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
１
点 

 
 
 
 
 
 

Ｂ
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
１
点 

（
模
範
解
答
例
）
親
密
な
他
者
の
愛
が
自
分
に
向
け
ら
れ
、
差
異
化
の
た
め
の
演
技
か
ら
解
放
さ
れ
た
自
分
を
、
相
対
的
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
１
点 

 

安
定
し
た
形
で
肯
定
し
て
く
れ
る
、
精
神
的
・
観
念
的
な
関
係
を
中
心
と
す
る
世
界
の
こ
と
。 

 

Ａ 

「
愛
が
自
分
に
向
け
ら
れ
」
―
１
点 

 

Ｂ 

「
差
異
化
の
た
め
の
演
技
か
ら
解
放
さ
れ
た
自
分
」
―
２
点 

・「
差
異
化
の
た
め
の
演
技
」、「
解
放
」
と
い
う
２
ポ
イ
ン
ト
が
必
要
。 

↓
文
中
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
、
前
者
を
「
差
異
化
の
戯
れ
」、「
差
異
化
の
た
め
の
扮
戯
」、 

後
者
を
「『
あ
る
が
ま
ま
の
』
自
分
」、「『
そ
の
ま
ま
』
の
自
分
」
と
書
い
た
も
の
も
可
。 

※
「
あ
り
の
ま
ま
」、「
そ
の
ま
ま
」
は
原
文
中
で
「 

」
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
く
、 

ま
た
勝
手
に
「
」
を
外
す
こ
と
も
本
来
あ
ま
り
よ
く
な
い
の
だ
が
、
字
数
的
制
約
も
厳
し
い
の
で
、
今
回
は
不
問
。 

↓
よ
っ
て
「
差
異
化
の
た
め
の
扮
戯
を
し
な
い
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
」
と
書
い
た
解
答
は
、
２
点
を
与
え
る
。 

 

Ｃ 

「
相
対
的
に
安
定
し
た
形
で
肯
定
し
て
く
れ
る
」
―
１
点 

・「
相
対
的
」
は
必
須
。
単
に
「
肯
定
」
と
の
み
書
い
た
も
の
は
０
点
。 

 

Ｄ 

「
精
神
的
・
観
念
的
な
関
係
を
中
心
と
す
る
世
界
」
―
１
点 
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問
三 
【
配
点
５
点
】 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
１
点 

（
模
範
解
答
例
）
演
技
な
き
自
己
へ
の
他
者
の
肯
定
を
自
己
も
肯
定
的
に
受
容
で
き
る
保
証
は
な
い
と
い
う
他
者
認
識
の
問 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ
１
点 

 
題
が
あ
り
、
し
か
も
相
互
の
評
価
通
り
の
存
在
た
ら
ん
と
し
て 

再
び
演
技
が
必
要
と
も
な
る
か
ら
。 

Ａ 

「
演
技
な
き
自
己
へ
の
他
者
の
肯
定
」
―
１
点 

・「
演
技
な
き
」
↓
「
そ
の
ま
ま
」
ｏ
ｒ
「
あ
り
の
ま
ま
」
で
も
可
。 

こ
の
内
容
と
、「
他
者
の
肯
定
」
ｏ
ｒ
「
肯
定
的
な
他
者
の
評
価
」
と
い
っ
た
表
現
が
両
方
あ
っ
て
１
点
。 

単
に
「
他
者
の
自
己
に
対
し
て
の
肯
定
的
評
価
」
と
し
た
も
の
は
不
可
。 

 

Ｂ 

「
自
己
も
肯
定
的
に
受
容
で
き
る
保
証
は
な
い
」
―
１
点 

・
Ｂ
は
Ａ
に
対
し
て
の
「
自
己
」
の
肯
定
と
い
う
内
容
。
↓ 

Ａ
が
大
き
く
×
で
、
Ｂ
は
○
と
い
う
ケ
ー
ス
は
少
数
だ
ろ
う
。 

 

Ｃ 

「
他
者
認
識
の
問
題
」
―
１
点 

・
こ
の
ま
ま
の
表
現
が
必
要
。 

 

Ｄ 

「
相
互
の
評
価
通
り
の
存
在
た
ら
ん
と
し
て
」
―
１
点 

・「
互
い
は
親
密
性
の
関
係
に
お
い
て
、
相
手
が
そ
う
し
た
評
価
通
り
に
存
在
す
る
こ
と
を
も
と
め
る
」
と
い
う
箇
所
を
踏
ま
え
て 

い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
得
点
を
与
え
る
。 

・
本
来
「
互
い
に
」
と
い
う
表
現
は
必
要
な
の
だ
が
、
抜
け
て
い
て
も
可
と
す
る
。 

 

Ｅ 

「
再
び
演
技
が
必
要
と
も
な
る
」
―
１
点 

・
Ｄ
に
対
し
て
「
演
技
が
必
要
」
と
述
べ
て
１
点
。 

「
演
技
」
↓
「
差
異
化
の
戯
れ
に
引
き
戻
さ
れ
る
」、「
再
び
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
の
問
題
が
生
じ
る
」
と
い
う
表
現
も
可
。 

  

問
四 

【
配
点
５
点
】(

５
点) 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
１
点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
２
点 

 
 

（
模
範
解
答
例
）
自
己
表
現
の
演
技
性
の
払
拭
も
他
者
の
演
技
の
見
極
め
も
困
難
で
あ
り
、
ま
た
差
異
的
な
文
化
価
値
に
お
け 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
１
点 
 
 

る
相
互
評
価
を
習
性
づ
け
ら
れ
、
演
技
を
離
れ
た
相
互
の
確
認
・
肯
定
も
困
難
で
あ
る
こ
と
。 

Ａ 

「
自
己
表
現
の
演
技
性
の
払
拭
」
が
「
困
難
」
―
１
点 

・「
他
者
を
前
に
す
る
と
、
演
技
的
に
差
異
的
な
文
化
価
値
で
身
を
つ
つ
む
ふ
る
ま
い
を
た
た
き
こ
ま
れ
て
い
る
」
を
踏
ま
え
た
表 

現
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
れ
ば
１
点
。 

・「
思
わ
ず
演
技
の
殻
を
か
ぶ
っ
て
し
ま
う
」「『
素
に
な
れ
な
い
』
自
我
」
と
い
う
箇
所
を
踏
ま
え
た
も
の
も
可
。 

 

Ｂ 

「
他
者
の
演
技
の
見
極
め
も
困
難
」
―
１
点 

・「
相
手
の
『
真
実
』
で
あ
る
か
を
は
か
り
か
ね
る
」
と
い
う
表
現
も
可
。 

 

Ｃ 

「
差
異
的
な
文
化
価
値
に
お
け
る
相
互
評
価
を
習
性
づ
け
ら
れ
」
―
２
点 

・「
差
異
的
な
文
化
価
値
に
感
覚
を
と
ぎ
す
ま
し
（
１
点
）、
他
者
を
そ
う
し
た
価
値
で
評
価
す
る
こ
と
を
習
い
性
と
し
て
い
る

（
１
点
）」
を
踏
ま
え
て
い
る
と
判
断
さ
れ
れ
ば
○
。
両
方
が
入
っ
て
い
て
２
点
。
一
方
な
ら
１
点
。 
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Ｄ 
「
演
技
を
離
れ
た
相
互
の
確
認
・
肯
定
も
困
難
で
あ
る
こ
と
」
―
１
点 

・「『
あ
る
が
ま
ま
の
』
相
手
の
存
在
を
確
認
し
肯
定
す
る
こ
と
の
難
し
さ
」
と
い
う
箇
所
を
踏
ま
え
て
い
れ
ば
１
点
。 

↓
「
あ
り
の
ま
ま
」
と
い
う
「 

」
の
付
さ
れ
た
表
現
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
も
減
点
し
な
い
。 

  

問
五 

【
配
点
１
０
点
】 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ
１
点 

 
 
 

Ｂ
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ’ 
 

（
模
範
解
答
例
）
現
代
社
会
で
は
差
異
的
文
化
価
値
と
の
関
わ
り
の
中
で
全
て
の
主
体
は
自
己
実
現
を
図
ら
ざ
る
を
得
ず
、 

 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ
１
点 

 
 

Ｆ
１
点 

 

危
機
に
陥
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
保
を
親
密
性
の
関
係
に
求
め
て 

失
敗
す
れ
ば
、
主
体
の
追
求
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｇ
２
点 

 

文
化
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
、
従
っ
て
文
化
的
支
配
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
揺
る
が
す
こ
と
に
な
る
か
ら
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
二
〇
字
） 

Ａ 

「
現
代
社
会
」
―
１
点 

 

Ｂ 

「
差
異
的
文
化
価
値
と
の
関
わ
り
の
中
で
」「
自
己
実
現
を
図
ら
ざ
る
を
得
ず
」
―
２
点 

・
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
が
出
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。 

前
半
↓
「
差
異
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
れ
ば
、「
差
異
化
の
戯
れ
」
と
い
っ
た
表
現
で
も
１
点
与
え
る
。 

・
後
半
↓
「
社
会
的
存
在
と
し
て
自
己
を
実
現
」、「
社
会
の
な
か
で
の
存
在
の
充
実
」
と
い
っ
た
表
現
を
踏
ま
え
て
い
れ
ば
１
点
。 

 

Ｃ 

「
危
機
に
陥
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
―
２
点 

・「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
「
危
機
」
あ
る
い
は
「
飛
散
」、「
断
片
化
」
と
い
っ
た
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
の
が
望
ま
し
い
が
、

「『
本
当
の
』
自
分
を
も
と
め
」
と
い
う
表
現
も
可
。 

 

Ｄ 

「（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
の
確
保
を
親
密
性
の
関
係
に
求
め
て
」
―
１
点 

・「
親
密
性
」
は
必
須
。「
部
屋
」、「
シ
ェ
ル
タ
ー
」
と
い
っ
た
比
喩
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
は
不
可
。 

 

Ｅ 

「
失
敗
す
れ
ば
」
―
１
点 

 

Ｆ 

「
主
体
の
追
求
す
る
文
化
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
」
―
１
点 

・
原
則
的
に
こ
の
ま
ま
で
な
け
れ
ば
不
可
。 

 

Ｇ 

「
従
っ
て
文
化
的
支
配
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
揺
る
が
す
こ
と
に
な
る
」
―
２
点 

・「
現
代
の
文
化
的
支
配
構
造
の
基
盤
を
揺
る
が
す
」
も
可
。 

・
Ｆ
↓
Ｇ
の
論
理
関
係
は
「
し
た
が
っ
て
」
と
本
文
に
因
果
関
係
が
明
示
さ
れ
て
い
る
以
上
、
そ
れ
以
外
の
論
理
関
係
（
た
と
え

ば
「
あ
る
い
は
」
な
ど
）
は
一
切
不
可
。
因
果
関
係
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
１
点
減
点
。 

  

問
六 

【
配
点
各
２
点
】 

a=
 

翻
弄 

 

ｂ=
 

憂 

ｃ
＝ 

憤
激 

 

ｄ
＝ 

防
波
堤 

 

e=
 

挫
折 

 

※
ｄ
の
「
堤
」
を
「
提
」
と
書
か
な
い
こ
と
。 
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二
（
古
文
『
南
方
録
』）
採
点
基
準
（
文
科
＝
合
計
３
０
点
） 

※
注
意 
文
科
と
理
科
で
設
問
・
配
点
が
異
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
文
科
の
採
点
基
準
で
す
。 

 
 ★

ど
の
設
問
で
も
、
誤
字
、
読
め
な
い
書
き
ぶ
り
、「
て
に
を
は
」
な
ど
の
使
わ
れ
方
の
誤
り
、
正
し
く
な
い
表
現
等
は
、
そ

の
程
度
に
合
わ
せ
て
減
点
す
る
こ
と
。 

 

問
一 

各
３
点 

ア
（
文
科
の
み
） 

【
配
点
３
点
】 

 
 
 
 
 
 
 

A 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

B 
 
 
 
 
 
 
 

C 

（
模
範
解
答
例
）
華
や
か
な
も
の
が
何
も
な
い 
簡
素
静
寂
の
極
致
が 

海
辺
の
芦
屋
で
あ
る
。 

A 

華
や
か
な
も
の
が
何
も
な
い 

 

◆
「
な
い
」
の
修
飾
語
と
し
て
「
全
く
・
一
つ
も
」
等
が
あ
っ
て
も
可
。 

 

◆
「
何
も
な
い
・
何
も
な
い
こ
と
の
」
等
、「
華
や
か
な
も
の
が
」
が
な
い
場
合
は
、
減
点
１
。 

 
 

「
華
や
か
な
も
の
が
」
↓
「
花
や
紅
葉
が
」
で
も
○
。
し
か
し
「
目
立
っ
た
も
の
が
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
減
点
１
。 

 

◆
「
無
一
物
」
の
意
を
誤
っ
て
い
る
場
合
は
、
減
点
３
。 

↓ 

×
他
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
の 

 

B 

簡
素
静
寂
の
極
致
が 

 

◆
「
簡
素
静
寂
の
」
に
相
当
す
る
表
現
が
な
い
場
合
や
誤
っ
て
い
る
場
合
は
、
減
点
１
。 

↓ 

×
簡
単
さ
の 

 

◆
「
極
致
」
に
相
当
す
る
表
現
（
極
め
た
も
の
・
極
限
）
が
な
い
場
合
や
誤
っ
て
い
る
場
合
は
、
減
点
２
。 

 

↓ 

×
場
所
・
×
境
界
。「
極
致
」
を
「
境
地
」
と
し
て
い
る
場
合
は
、
減
点
１
。 

 

◆
「
極
致
が
」
の
「
が
」
が
、「
の
」
と
な
っ
て
い
る
（
直
前
部
を
主
語
で
な
く
修
飾
部
と
し
て
い
る
）
場
合
は
、
減
点
１
。 

 

C 

海
辺
の
苫
屋
で
あ
る
。 

 

◆
「
海
辺
」
は
「
海
岸
」
で
も
可
。「
水
辺
」
等
海
で
あ
る
こ
と
が
明
確
で
な
い
場
合
は
、
減
点
１
。 

 
 

「
浦
」
の
ま
ま
は
、
減
点
１
。
こ
こ
に
相
当
す
る
訳
語
が
な
い
場
合
も
、
減
点
１
。 

 

◆
「
苫
屋
」
は
そ
の
ま
ま
で
も
可
。「
粗
末
な
小
屋
・
み
す
ぼ
ら
し
い
小
屋
」
等
も
可
。 

 
 

「
苫
屋
」
の
説
明
が
具
体
的
に
な
っ
て
い
て
も
可
。 

↓ 

◎
苫
で
屋
根
を
葺
い
た
粗
末
な
小
屋
。 

 

◆
「
な
り
」（
断
定
）
の
訳
（?

だ
・?

で
あ
る
）
が
な
い
減
場
合
は
、
減
点
１
。 

↓ 

海
辺
の
苫
屋
×
。 

 
 

文
末
が
過
去
表
現
（?

し
た
）
等
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
減
点
１
。 

↓ 

苫
屋
で
あ
っ
×
た
。 

 

◆
何
か
を
「
浦
の
苫
屋
」
と
比
較
し
て
い
る
よ
う
な
表
現
は
、
減
点
３
。 

↓ 

海
辺
の
粗
末
な
小
屋
×
と
変
わ
ら
な
い
。 

 

 

エ 

【
配
点
３
点
】 

 
 
 
 
 
 
 

A 
 
 
 
 
 
 
 

B 
 
 
 
 
 
 
 

C 

（
模
範
解
答
例
）
歌
道
の
考
え
方
で
は 

別
の
細
か
い
事
情
も 

あ
る
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、 

A 

歌
道
の
考
え
方
で
は 

◆
「
歌
道
」
は
「
和
歌
（
歌
）
の
道
」・「
和
歌
（
歌
）
の
世
界
」、
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
表
現
で
も
可
。 

◆ 

「
考
え
方
」
は
、
こ
れ
か
こ
れ
に
準
ず
る
表
現
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
次
の
よ
う
な
表
現
は
、
減
点
３
。 

↓ 

・
×
心
持
ち 

・
×
歌
の
心 

・
×
情
趣
の
心 

・
×
手
法 

・
×
本
質
の
部
分 

・
×
目
指
す 

 

◆
「
で
は
」
は
「
は
・
に
は
」
で
も
可
。 

 

B 

別
の
細
か
い
事
情
も 

◆ 

「
別
の
」
は
な
く
て
も
可
、「
他
に
・
い
ろ
い
ろ
」
等
の
修
飾
語
で
も
可
。「
細
か
い
」
は
「
細
か
な
・
詳
細
な
」
で
も
可
。 
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◆
「
事
情
」
は
「
解
釈
」、
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
表
現
で
も
可
。 

 
 

「
事
情
」
に
相
当
す
る
訳
が
曖
昧
で
あ
る
場
合
は
、
減
点
１
。 

↓ 

細
か
い
△
と
こ
ろ
・
細
か
な
△
点 

 
 

「
事
情
」
に
相
当
す
る
訳
が
な
い
場
合
も
、
減
点
１
。 

↓ 

△
細
か
く
あ
る
だ
ろ
う
け
れ
ど 

 
 

「
事
情
」
に
相
当
す
る
訳
が
誤
っ
て
い
る
場
合
は
、
減
点
３
。 

↓ 

×
さ
し
つ
か
え
・
×
描
写 

 

◆
「
事
情
も
」
の
「
も
」
は
「
が
・
は
」
で
も
可
。 

 

C 

あ
る
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
も 

 

◆
「
あ
る
だ
ろ
う
が
・
あ
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
」
で
も
可
。「
あ
る
だ
ろ
う
け
ど
」
は
「
け
ど
」
が
く
だ
け
た
表
現
で
、
減
点
１
。 

 

◆
「
あ
る
け
れ
ど
も
・
あ
る
が
」
等
、
推
量
表
現
が
抜
け
て
い
る
場
合
は
、
減
点
１
。 

 

オ 

【
配
点
３
点
】 A 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

B 
 
 
 
 
 

C 

（
模
範
解
答
例
）
め
っ
た
に
な
い
ほ
ど
に
素
晴
ら
し
い
、
そ
の
専
門
の
道 

を
悟
っ
た
人 

 

A 

め
っ
た
に
な
い
ほ
ど
に
素
晴
ら
し
い 

 

◆
「
め
っ
た
に
な
い
ほ
ど
に
」
や
そ
れ
に
準
ず
る
表
現
が
な
い
場
合
は
、
減
点
１
。 

 

↓ 

×
素
晴
ら
し
い
・
×
た
い
そ
う
優
れ
た 

◆
「
素
晴
ら
し
い
」
や
そ
れ
に
準
ず
る
表
現
が
な
い
場
合
は
、
減
点
１
。
↓ 

×
め
っ
た
に
な
い
・
×
め
っ
た
に
な
い
ほ
ど
の 

「
素
晴
ら
し
い
」
に
相
当
す
る
べ
き
表
現
が
誤
っ
て
い
る
場
合
も
、
減
点
１
。 

↓ 
め
っ
た
に
な
い
ほ
ど
に
×
大
切
な 

 

※
こ
の
項
目
に
相
当
す
る
訳
が
な
い
（「
め
っ
た
に
な
い
ほ
ど
に
」
も
「
素
晴
ら
し
い
」
も
な
い
）
場
合
は
、
減
点
２
と
い
う
こ

と
に
な
る
。 

 

B 

そ
の
専
門
の
道 

◆
「
そ
の
専
門
の
道
」
は
「
そ
の
道
・
こ
の
道
」
で
も
可
。 

た
だ
「
道
」
と
し
て
い
る
場
合
は
、
減
点
１
。 

 
 

○
「
茶
道
・
茶
の
道
・
茶
の
湯
の
道
」
等
で
も
可
。 

 
 

△
「
茶
道
と
仏
道
・
茶
や
仏
の
道
」
と
し
て
い
る
場
合
は
、
減
点
１
。 

 
 

×
「
仏
道
・
仏
の
道
」
や
、「
芸
道
・
芸
」・「
人
道
」
等
、
別
の
も
の
と
し
て
い
る
場
合
は
×
、
減
点
２
。 

 
 

こ
の
項
目
に
相
当
す
る
訳
が
な
い
場
合
は
、
減
点
２
。 

 

C 

を
悟
っ
た
人 

 

◆
「
を
悟
っ
た
人
」
は
、「
に
長
け
た
人
・
を
極
め
た
人
・
の
達
人
」
等
で
も
可
。 

 
 

△
「
の
第
一
人
者
・
の
第
一
人
者
の
人
」
と
し
て
い
る
場
合
は
、
減
点
１
。 

 
 

×
「
追
求
す
る
人
・
歌
人
」
等
、
別
の
も
の
と
し
て
い
る
場
合
は
、
減
点
２
。 

  

問
二 

【
配
点
７
点
】 

 
 
 
 
 
 
 

A 
 
 
 
 
 
 

B 
 
 
 
 
 
 
 
 

C 
 
 
 

D 

（
模
範
解
答
例
）
華
や
か
な
も
の
を 

体
感
し
て
い
な
い
人
が
、
い
き
な
り 

簡
素
静
寂
の
境
地
に
達
す
る
こ
と
は
で
き
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ 

い
、
と
い
う
こ
と
。 

※
「
華
や
か
な
も
の
を
体
感
し
て
い
な
い
人
が
、
い
き
な
り
簡
素
静
寂
の
境
地
に
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
の
内
容
を
、「
華
や

か
な
も
の
を
体
感
し
て
初
め
て
、
簡
素
静
寂
の
境
地
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
書
き
方
で
書
か
れ
て
い
て
も
可
。 
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A 
華
や
か
な
も
の
を 

◆
「
華
や
か
な
も
の
」
は
「
美
し
く
華
や
か
な
も
の
・
色
鮮
や
か
な
も
の
」
で
も
可
。 

 
 

○
「
華
や
か
な
も
の
の
美
し
さ
・
華
や
か
な
も
の
の
趣
深
さ
（
風
流
）」
等
で
も
可
。 

 
 

「
華
や
か
な
も
の
」
の
例
で
「
花
・
紅
葉
」
が
あ
っ
て
も
可
、（「
華
や
か
」
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
表
現
が
あ
れ
ば
可
）。 

 
 
 

↓ 

花
や
紅
葉
の
◎
華
や
か
さ
を 

・
花
紅
葉
な
ど
◎
華
や
か
な
も
の
を 

・
花
や
紅
葉
の
◎
色
鮮
や
か
な
景
色
を 

・
◎
華
や
か
な
花
紅
葉
の
な
が
め
を 

 
 

た
だ
し
、
例
を
挙
げ
て
お
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
書
い
て
い
る
（「
華
や
か
」
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
表
現
な
し
）
場
合
、
減
点
４
。 

 
 
 

↓ 

・
×
花
や
紅
葉
を 

・
×
花
紅
葉
の
風
流
を 

 
 

「
華
や
か
な
も
の
」
を
「
華
や
か
な
茶
室
・
書
院
台
子
が
整
っ
た
茶
室
」
等
、「
茶
室
」
と
し
て
い
る
場
合
は
減
点
２
。 

 
 

「
華
や
か
な
も
の
」
が
「
目
立
っ
た
も
の
」
等
、
誤
っ
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
減
点
４
。 

 

B 

体
感
し
て
い
な
い
人
が
、 

◆
「
体
感
し
て
い
な
い
人
」
は
次
の
よ
う
な
表
現
で
も
可
。 

 
 

↓ 

知
ら
な
い
人
・
理
解
し
な
い
人
・
知
ら
ぬ
人
間
・
実
際
に
触
れ
た
こ
と
が
な
い
人
・
知
ら
な
け
れ
ば 

 
 

↓ 

堪
能
し
て
初
め
て
（
※
で
示
し
た
よ
う
な
模
範
解
答
と
は
逆
の
書
き
方
を
し
て
い
る
場
合
） 

 
 

た
だ
し
、
こ
な
れ
て
い
な
い
表
現
の
場
合
は
、
程
度
に
合
わ
せ
て
減
点
す
る
。 

↓ 

実
際
に
△
触
れ
知
ら
ぬ
人
（
減
点
１
） 

 

C 

い
き
な
り 

 

◆
「
い
き
な
り
」
は
な
く
て
も
可
。「
最
初
か
ら
・
急
に
」
等
で
も
可
。 

 

D 

簡
素
静
寂
の
境
地
に
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い 

 

◆
「
簡
素
静
寂
」
の
例
と
し
て
「
苫
屋
」
が
あ
が
っ
て
い
て
も
可
（「
簡
素
静
寂
」
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
表
現
が
あ
れ
ば
可
）。 

 
 
 

↓ 

苫
屋
の
◎
簡
素
静
寂
の
境
地 

 

た
だ
し
、「
簡
素
静
寂
」
や
そ
れ
に
準
ず
る
表
現
が
な
く
、
具
体
的
に
「
苫
屋
に
住
む
」
の
意
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
減
点
４
。 

 
 
 

↓ 

×
苫
屋
苫
屋
に
は
住
む
こ
と
が
で
き
な
い
・
×
簡
素
な
苫
屋
に
は
住
め
な
い 

 

「
簡
素
静
寂
」
は
そ
れ
に
準
ず
る
表
現
で
も
良
い
。
こ
な
れ
て
い
な
い
表
現
・
誤
っ
た
表
現
は
、
程
度
に
合
わ
せ
て
減
点
。 

 
 

↓ 

×
寂
け
さ
（
減
点
４
） 

◆
「
境
地
」
は
「
素
晴
ら
し
さ
・
良
さ
」
等
で
も
可
。 

 

◆
「
に
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
は
、「
に
は
た
ど
り
つ
け
な
い
・
な
ど
わ
か
ら
な
い
」
等
で
も
可
。 

 
 

「
に
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
が
、「
に
気
づ
か
な
い
・
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
等
、「
到
達
・
理
解
」
か
ら
離
れ
て
い 

る
場
合
は
、
減
点
２
。 

 
 

※
で
示
し
た
よ
う
な
模
範
解
答
と
は
逆
の
書
き
方
を
し
て
い
る
場
合
は
、「
到
達
で
き
る
・
が
わ
か
る
」
で
良
い
。 

 

Ｅ
と
い
う
こ
と
。 

 

◆
文
末
表
現
が
「
と
い
う
こ
と
」
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
減
点
２
。 

↓ 

達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
×
だ
ろ
う
よ 

  

問
三 

【
配
点
５
点
】 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

（
模
範
解
答
例
）
雪
間
か
ら
萌
え
出
る
わ
ず
か
な
草
に
も 

春
を
知
る
こ
と
が
で
き
る 

と
い
う
こ
と
。 

Ａ
雪
間
か
ら
萌
え
出
る
わ
ず
か
な
草
に
も 

◆
「
花
だ
け
で
な
く
・
華
や
か
な
花
で
は
な
く
・
山
里
の
」
等
の
表
現
が
あ
っ
て
も
可
。 
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◆
「
わ
ず
か
な
」
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
表
現
（「
華
や
か
と
は
言
え
な
い
」
等
）
が
な
い
場
合
は
、
減
点
１
。 

 
 
 

↓ 
△
雪
間
の
草
・
△
山
里
の
雪
の
間
に
（
か
ら
）
出
て
く
る
（
出
る
）
草 

 

◆
「
に
も
」
は
「
か
ら
で
も
・
か
ら
も
」
等
で
も
可
。
こ
の
表
現
が
な
い
場
合
は
、
減
点
２
。 

↓ 

山
里
の
雪
間
の
草
が
出
△
て
・
雪
間
か
ら
生
え
る
草
△
で 

 
 

「
に
も
」
が
「
に
こ
そ
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
減
点
１
。 

 

◆
「
雪
間
の
草
」
を
華
や
か
で
な
い
も
の
と
し
て
扱
い
、
一
般
化
し
て
い
る
場
合
、
減
点
２
。 

 
 
 

↓
・
△
華
や
か
で
な
い
も
の
に
も 

・
△
花
の
よ
う
な
華
や
か
で
な
い
も
の
か
ら
も 

 

・
△
一
見
趣
の
な
い
雪
の
山
里
で
の
春
の
息
吹
か
ら
で
も 

 

◆
「
雪
間
の
草
」
を
目
に
見
え
な
い
も
の
と
し
て
扱
い
、
一
般
化
し
て
い
る
（「
雪
間
の
草
」
に
相
当
の
表
現
な
し
）
↓
減
点
３
。 

 
 
 

↓ 

・
△
目
に
映
る
美
し
さ
だ
け
を
楽
し
む
の
で
は
な
く 

・
△
目
に
見
え
る
こ
と
の
他
に
も 

 

Ｂ 

春
を
知
る
こ
と
が
で
き
る 

◆
「
春
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
」
は
、「
春
は
感
じ
る
（
感
じ
取
る
）
こ
と
が
で
き
る
・
春
を
感
じ
ら
れ
る
」
で
も
可
。 

 
 

可
能
の
意
味
が
抜
け
て
い
る
場
合
は
、
減
点
１
。 

↓ 

春
を
△
感
じ
る 

 

◆
「
風
流
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
・
趣
が
あ
る
」
等
は
、
減
点
１
。 

 

◆
「
自
分
の
心
の
中
に
も
目
を
向
け
て
ほ
し
い
」、
ま
た
は
、
そ
れ
に
準
ず
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
減
点
５
。 

 

Ｃ 

と
い
う
こ
と
。 

 

◆
文
末
表
現
が
「
と
い
う
こ
と
」
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
減
点
２
。 

↓ 

こ
と
が
で
き
る
×
。 

  

問
四 

【
配
点
５
点
】 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ 

（
模
範
解
答
例
）
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
、 

感
興
を
催
す
も
の
が 

自
然
と
生
ま
れ
て
く
る 

と
す
る
点
。 

 

Ａ 

何
も
な
い
と
こ
ろ
に
、 

◆
「
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
」
は
、「
花
な
ど
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
・
簡
素
静
寂
の
中
に
も
」
等
で
も
可
。 

 

曖
昧
な
指
示
語
が
あ
る
場
合
は
、
減
点
１
。 

↓ 

×
そ
の
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら 

 

「
質
素
な
中
に
」
の
よ
う
に
表
現
が
正
確
で
な
い
場
合
は
、
減
点
２
。 

◆
「
何
も
な
い
」
の
例
と
し
て
「
雪
間
・
山
里
の
一
面
の
雪
」
等
も
可
（「
何
も
な
い
」
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
表
現
は
可
）
。 

 
 

↓ 

◎
何
も
な
い
山
里
の
雪
間
に 

 

「
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
」
に
相
当
す
る
表
現
が
な
い
場
合
は
（「
雪
間
・
山
里
の
一
面
の
雪
」
等
が
あ
っ
て
も
）、
減
点
３
。 

 
 

↓ 

×
山
里
の
雪
間
に 

 

「
雪
間
の
草
に
・
春
が
来
て
雪
が
と
け
る
こ
と
に
よ
り
見
ら
れ
る
草
に
」
の
よ
う
に
「
草
」
に
焦
点
↓
減
点
３
。 

 

Ｂ 

感
興
を
催
す
も
の
が 

◆
「
感
興
」
を
「
感
動
」
と
し
て
い
る
「
感
動
を
さ
そ
う
も
の
が
・
感
動
を
呼
び
起
こ
す
よ
う
な
所
作
が
」
等
も
可
。 

「
感
動
は
」
の
よ
う
に
感
動
自
体
と
し
て
い
る
場
合
、
減
点
１
。 

感
動
を
与
え
る
も
の
が
正
確
さ
を
欠
く
も
の
は
、
減
点
２
。 

 

↓ 

・
感
動
を
与
え
る
△
生
命
が 

・
感
興
を
催
さ
せ
る
△
草
が 

 

「
感
興
を
催
す
も
の
」
に
相
当
す
る
表
現
が
な
い
場
合
、
減
点
５
。 

↓ 

×
素
晴
ら
し
い
草
が
生
え
て
く
る 

・
×
季
節
が
感
じ
ら
れ
る 

・
×
華
や
か
さ
が 
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Ｃ 
自
然
と
生
ま
れ
て
く
る 

◆ 

「
自
然
と
」
が
「
人
間
が
手
を
加
え
ず
と
も
・
意
図
的
で
な
く
」
等
、
必
要
以
上
に
説
明
が
あ
る
場
合
は
、
減
点
１
。 

 

「
生
ま
れ
て
く
る
」
は
「
生
じ
る
・
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
・
見
い
だ
さ
れ
る
・
あ
る
・
含
ま
れ
て
い
る
」
で
も
可
。 

 

Ｄ 

と
す
る
点
。 

◆
「
と
す
る
点
」
は
「
と
い
う
点
・
点
」
で
も
可
。 

文
末
表
現
が
「
点
」
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
減
点
２
。 

  

問
五 

【
配
点
４
点
】 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

（
模
範
解
答
例
）
茶
道
だ
け
で
な
く
、
仏
の
悟
り
に
通
じ
て
い
る
点
が
、
非
常
に
優
れ
て
い
る
。 

 

Ａ 

茶
道
で
だ
け
で
な
く
、 

◆
主
語
は
書
か
れ
て
い
な
く
て
も
可
。 

 

主
語
と
し
て
「
達
人
は
・
道
を
極
め
た
人
は
」、「
千
利
休
・
利
休
」、「
利
休
と
紹?

」
が
あ
っ
て
も
可
。 

 
 

た
だ
し
、
主
語
が
「
紹?

」
だ
け
に
な
っ
て
い
る
場
合
や
、
誤
っ
た
人
物
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
減
点
１
。 

 

◆
「
茶
道
だ
け
で
な
く
」
は
「
茶
道
の
み
な
ら
ず
・
茶
の
道
だ
け
で
は
な
く
」
等
で
も
可
。 

 
 

ま
た
、「
茶
道
」
と
書
か
れ
て
い
な
く
て
も
「
一
つ
の
道
を
究
め
る
こ
と
で
」
の
よ
う
な
表
現
で
あ
れ
ば
可
。 

◆
人
物
に
つ
い
て
言
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
減
点
３
。 

↓ 

単
な
る
△
茶
道
の
話
で
は
な
く 

△
仏
の
道
に
通
ず
る
話
と
は 

 

Ｂ 

仏
の
悟
り
に
通
じ
て
い
る
点
が
、 

◆
「
仏
の
道
に
も
通
じ
て
い
る
の
が
・
仏
の
道
に
も
通
じ
て
お
り
・
仏
教
の
悟
り
に
通
じ
て
い
て
」
等
で
も
可
。 

 
 

「
仏
の
悟
り
・
仏
道
」
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
は
、
減
点
２
。 

↓ 

△
他
の
道
を
も
悟
る
こ
と
が
で
き
る
の
は 

 

◆
「
本
当
に
尊
ぶ
べ
き
な
の
は
釈
迦
の
悟
っ
た
道
」
の
よ
う
に
、
茶
道
と
の
比
較
で
仏
道
を
よ
り
重
要
と
す
る
も
の
、
減
点
４
。 

 

Ｃ
非
常
に
優
れ
て
い
る
。 

 

◆
「
非
常
に
」
は
な
く
て
も
可
。 

 

◆
「
優
れ
て
い
る
」
は
「
素
晴
ら
し
い
」
で
も
可
。「?

仏
の
道
に
も
通
じ
て
い
る
。
素
晴
ら
し
い
。」
の
よ
う
に
二
文
で
も
可
。 

 

◆
「
殊
勝
」
の
訳
語
（
優
れ
て
い
る
・
素
晴
ら
し
い
）
が
な
い
、
も
し
く
は
誤
っ
て
い
る
場
合
は
、
減
点
２
。 

 

◆
「
そ
れ
に
及
ば
な
い
自
分
は
謙
虚
で
あ
る
べ
き
だ
」
の
よ
う
に
、「
殊
勝
」
の
意
を
「
謙
虚
で
あ
れ
」
の
意
で
あ
る
と
し
て
い

る
場
合
は
、
減
点
４
。 
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三
（
漢
文
）
採
点
基
準
（
文
科
＝
合
計
３
０
点
） 

※
注
意 
文
科
と
理
科
で
設
問
・
配
点
が
異
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
文
科
の
採
点
基
準
で
す
。 

 

※
漢
文
部
分
が
全
く
の
白
紙
で
あ
る
答
案
も
、
解
答
用
紙
下
段
の
採
点
者
記
入
欄
に
点
数
（
０
）
だ
け
は
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 

（
解
答
欄
に
×
な
ど
を
記
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。） 

 

※
減
点
法
で
採
点
す
る
問
い
が
あ
り
ま
す
。
↓ 

減
点
ポ
イ
ン
ト
が
満
点
を
上
回
っ
た
ら
、
そ
こ
で
終
了
、
０
点
と
し
ま
す
。 

 

問
一 

７
点 

 
 
 
 
 
 
 

ａ
（
１
点
） 

ｂ
（
２
点
） 

 
 
 
 

ｃ
（
１
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｄ
（
２
点
） 

 

（
模
範
解
答
例
）
富
貴
な
人
が 

立
身
出
世
に
没
頭
し
て
、
書
画
を
さ
し
迫
っ
て
必
要
の
な
い
も
の
と 

軽
ん
じ
る
よ
う
に 

 
 

ｅ
（
１
点
） 

 
 

 

な
っ
た 

か
ら
。（
７
点
） 

※
部
分
的
に
あ
っ
て
も
全
体
の
主
旨
が
間
違
っ
て
い
る
も
の
は
、
部
分
点
だ
け
を
与
え
る
こ
と
は
し
な
い
。 

 

ａ
、「
富
貴
な
人
が
」･･･

主
語
が
あ
る
こ
と
。 

高
貴
な
人
が
…
○ 

 
 

豊
で
身
分
の
高
い
人
が
…
○ 

 
 

高
貴
で
教
養
の
あ
る
人
が
…
○ 

 
 

?

紳
士
大
夫

た
ち
が
…
○
（
文
中
の
語
の
ま
ま
だ
が
Ｏ
Ｋ
と
す
る
） 

布
衣
の
処
士
が
…
× 

 
 

無
位
無
官
の
民
間
人
が
…
× 

 
 

山
林
の
士
が
…
× 

 

ｂ
、「
立
身
出
世
に
没
頭
し
て
」
…
「
仕
進
に
溺
情
し
」
の
内
容
。 

 

立
身
出
世
に
夢
中
に
な
り
…
○ 

 
 

立
身
出
世
に
精
を
出
し
…
○ 

 

出
世
や
地
位
に
情
熱
を
注
ぎ
…
○ 

 

昇
進
す
る
こ
と
に
没
頭
す
る
よ
う
に
な
り
…
○ 

 

ｃ
、「（
書
画
を
）
さ
し
迫
っ
て
必
要
の
な
い
も
の
と
」
…
「
不
急
の
務
と
為
し
」
の
内
容
。 

 
 

※
こ
こ
を
省
い
て
い
る
答
が
非
常
に
多
い
…
× 

マ
イ
ナ
ス
１ 

 

急
を
要
し
な
い
事
だ
と
思
い
…
○ 
 

 

い
そ
が
な
く
て
も
よ
い
と
思
い
…
× 

 

ｄ
、「（
書
画
を
）
軽
ん
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
…
「
書
画
を
薄
ん
じ
」
ｏ
ｒ
「
復
た
心
を
留
め
ず
」
の
内
容
。 

 

書
画
に
心
を
と
め
な
く
な
っ
た
…
○ 

 

書
画
を
軽
視
し
て
…
○ 

 

画
を
書
か
な
く
な
っ
た
…
△(

マ
イ
ナ
ス
１
点) 

 

ｅ
、「
か
ら
」
…
理
由
説
明
の
答
え
方
。 

 
 

…
の
で
…
○ 

 

…
た
め
…
○ 

 

…
と
い
う
理
由
…
○ 

※
ａ
～
ｄ
ま
で
の
内
容
の
内
容
が
×
で
、
こ
こ
だ
け
あ
っ
て
も
ダ
メ
。 
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問
二 
８
点 

 
 
 
 
 
 
 

ａ
（
２
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｂ
（
１
点
） 

 
 
 
 

 

（
模
範
解
答
例
）
貪
賤
で
生
活
も
苦
し
い
境
遇
で
い
る
と 

人
と
の
交
際
や
援
助
が
少
な
く
、 

 
 
 
 

ｃ
（
２
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

ｄ
（
２
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

ｅ
（
１
点
） 
優
れ
た
技
芸
を
持
っ
て
い
て
も 

人
に
知
ら
れ
な
い
ま
ま
死
ん
で
し
ま
う 

か
ら
。 

（
８
点
） 

※
部
分
的
に
は
あ
っ
て
も
、
全
体
の
主
旨
が
間
違
っ
て
い
る
も
の
は
、
部
分
点
だ
け
を
与
え
る
こ
と
は
し
な
い
。 

 

ａ
、「
貪
賎
で
生
活
も
苦
し
い
境
遇
で
い
る
と
」
…
「
貪
賎
隠
物
は
」
の
内
容
。 

 
 

貧
し
く
て
身
分
の
低
い
人
は
…
○ 

 
 
 

貧
し
く
苦
し
い
生
活
を
す
る
人
は
…
○ 

 

隠
者
と
し
て
山
林
に
住
む
人
は
…
○ 

 
 

貧
し
い
人
は
…
△
（
マ
イ
ナ
ス
１
） 

 

豊
か
で
身
分
の
高
い
人
は
～
…
×
（
こ
の
段
階
で
ｂ
～
ｄ
も
お
そ
ら
く
×
） 

 

ｂ
、｢

人
と
の
交
際
や
援
助
が
少
な
く｣･･･｢

交
寡
く
援
罕
に
し
て｣
の
内
容
。 

 

周
囲
と
の
交
流
も
少
な
く
援
助
も
ま
れ
で･･･

○ 
 
 

人
と
の
交
際
が
少
な
く
（｢

交
寡｣

の
み
）･･･

○ 

 

人
か
ら
の
支
援
も
得
に
く
く
（「
援
罕
」
の
み
）
○ 

 

ｃ
、｢

優
れ
た
技
芸
を
持
っ
て
い
て
も｣･･･｢

絶
世
の
技
有
り
と
雖
も｣

の
内
容
。 

良
い
技
術
を
持
っ
て
い
て
も
○ 

 
 

能
力
が
い
く
ら
優
れ
て
い
て
も
○ 

 

優
れ
た
技
能
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
○ 

妙
技
を
持
っ
て
い
て
も･･･

△
マ
イ
ナ
ス
１ 

優
れ
た
芸
を
持
つ
者
も･･･

×
（｢

芸｣

は
×
） 

 
 

 

ｄ
、｢

人
に
知
ら
れ
な
い
ま
ま
死
ん
で
し
ま
う｣･･･

「
老
い
て?

下
に
死
せ
ば･･･

人
知
る
に
及
ば
ざ
る
」
の
内
容
。 

 

知
ら
れ
ず
に
死
ん
で
し
ま
う･･･

○ 
 
 

家
で
死
ぬ
だ
け
で
人
に
知
ら
れ
な
い･･･

○ 
 

 

ｅ
、｢

か
ら
・
の
で
・
た
め
・
と
い
う
理
由｣

な
ど
、
理
由
説
明
の
答
え
方
。 

 

※
ａ
～
ｄ
ま
で
の
内
容
が
×
、
こ
こ
だ
け
あ
っ
て
も
ダ
メ
。 

 

問
三 

４
点 

 
 
 
 
 
 
 

ａ
（
２
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｂ
（
１
点
） 

ｃ
（
１
点
） 

（
模
範
解
答
例
）｢

富
貴
よ
り
も
貧
賤
の
ほ
う
が
よ
い｣

と
い
う
の
は 

た
だ
の 

 

そ
ら
ご
と
で
あ
る
。（
４
点
） 

 

ａ
、「
富
貴
よ
り
貧
賤
が
よ
い
」
と
い
う
の
は･･･｢

富
貴
は
貧
賤
に
如
か
ず｣

の
比
較
形
の
訳
し
方
。 

※
「 

」
で
く
く
っ
て
い
な
い
も
の
は
△
、
マ
イ
ナ
ス
１
。 

 

「
富
貴
は
貧
賤
に
及
ば
な
い
」
で
も
Ｏ
Ｋ･･･

○ 
 

「
貧
賤
の
ほ
う
が
富
貴
よ
り
も
よ
い
」･･･

○ 

 

「
金
持
ち
よ
り
貧
乏
な
ほ
う
が
よ
い
」･･･

○ 

（「
貴
・
賤
」
の
意
味
が
不
足
だ
が
Ｏ
Ｋ
と
す
る
） 

 

「
裕
福
は
貧
乏
に
及
ば
な
い
」･･･

○ 

 

「
富
貴
は
貧
賤
よ
り
は
よ
い
」･･･

× 

 

ｂ
、「
た
だ
の
～
」･･･

「
徒
だ･･･

の
み
」
の
訳
。 

※
限
定
の
訳
が
な
い
も
の･･･

× 

※
「
ま
っ
た
く
の
～
で
あ
る
」
の
よ
う
な
強
調
の
訳
で
も
Ｏ
Ｋ
。･･･

○ 



 12 
 

ｃ
、「
そ
ら
ご
と
」･･･

「
虚
語
」
の
訳
。 

 

う
そ
、
で
た
ら
め
、
虚
言･･･

○ 

  

問
四 

４
点 

（
解
答) 

 

書
画 

※
書
画
の
み
正
解
。
あ
と
は
、
い
っ
さ
い
×
。 

  

問
五 

７
点 

（
文
科
の
み
の
設
問
） 

 
 
 
 
 
 
 

ａ
（
２
点
） 

 
 
 
 

ｂ
（
２
点
） 

 
 
 
 

ｃ
（
２
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

ｄ
（
１
点
） 

 
 
 
 

 

（
模
範
解
答
例
）
書
画
に
優
れ
た
者
が 

?

紳
士
大
夫
階
級

か
ら 

民
間
や
山
林
の
隠
者
に
移
っ
て
き
た 

時
代
の
変
化
。 

※
ａ
～
ｄ
の
順
に
つ
い
て
は
、
ゆ
る
や
か
に
。 

  
 
 
 
 
 

ｂ
○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ａ
○ 

 
 
 
 
 
 
 

ｃ
○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｄ
○ 

（
解
答
例
１
）
以
前
は?

紳
士
大
夫

か
ら
出
て
い
た 

書
画
に
秀
で
た
者
が
、
民
間
や
隠
者
に
移
行
し
て
き
た 

時
代
の
変
化 

と
流
れ
。（
７
点
） 

  
 
 
 
 
 

ｂ
○ 

 
 
 

ａ
○ 

 

b’
○                 

ｃ
△ 

 

a’
○ 

 
c’
○ 

 
 
 
 
 
 
 

ｄ
○ 

（
解
答
例
２
）
高
貴
な
人
が 

書
画
に 

優
れ
て
い
た
時
代
か
ら
、 

隠
者
が 

書
画
に 

優
れ
る
よ
う
に
な
っ
た 

時
代
の
変 

化
。（
６
点
） 

  
 
 
 
 
 

ｄ
○ 

 
 
 
 
 

ｃ
○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ａ
○ 

 
 
 
 

c’
○ 

（
解
答
例
３
）
時
代
が
変
わ
っ
て
、
何
の
地
位
も
な
い
民
間
人
か
ら 

書
画
の
名
士
が 

出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。（
５
点
） 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

↓
こ
の
よ
う
な
条
件
の
つ
け
方
は
×
（
マ
イ
ナ
ス
１
） 
 

ｃ
○ 

（
解
答
例
４
）
貧
し
く
て
身
分
が
低
く
て
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
林
で
隠
者
と
し
て
の
足
跡
を
残
し
て
き
た
者
が 

 

ａ
○ 

 
 
 
 
 
 
 

ｄ
○ 

書
画
で
有
名
に
な
る 

世
の
中
に
変
わ
っ
た
こ
と
。（
４
点
） 

  
 
 
 
 
 

ａ
○ 

 
 
 
 
 
 

ｂ
△ 
 
 
 
 
 

ｃ
△ 

 

（
解
答
例
５
）
書
画
に
優
れ
た
人
が
、
富
め
る
人
か
ら 

貧
し
い
人
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。（
４
点
） 

(

ｂ
・
ｃ
各
マ
イ
ナ
ス
１) 
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四
（
現
代
文
・
文
科
の
み
）
採
点
基
準
（
文
科
＝
合
計
２
０
点
） 

問
一 
【
配
点
５
点
】 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
１
点 

（
模
範
解
答
例
）
大
人
が
自
ら
の
答
え
の
絶
対
性
を
錯
覚
し
て
、
子
供
は
そ
れ
を
契
機
に
問
い
か
ら
問
い
に
移
る
と
い
う
本 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
１
点 

 
 
 
 
 
 

Ｅ
１
点 

 

性
を
見
失
っ
て 

強
迫
的
に
答
え
れ
ば
、
子
供
は
問
題
に
傾
倒
で
き
ず 

大
人
に
も
な
れ
な
い
か
ら
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ａ 

「
自
ら
の
答
え
の
絶
対
性
を
錯
覚
」
―
１
点 

 

Ｂ 

「
子
供
は
そ
れ
を
契
機
に
問
い
か
ら
問
い
に
移
る
と
い
う
本
性
を
見
失
っ
て
」
―
１
点 

Ｃ 

「
強
迫
的
」
―
１
点 

Ｄ 

「
問
題
に
傾
倒
で
き
ず
」
―
１
点 

Ｅ 

「
大
人
に
も
な
れ
な
い
」
―
１
点 

以
上
五
点
で
採
点
。 

 
 

 

問
二 

【
配
点
５
点
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
１
点 

 
 
 
 
 

Ｂ
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
１
点 

（
模
範
解
答
例
）
問
題
と
は
有
用
性
を
離
れ
て 

そ
れ
自
体
に
傾
倒
し
、
思
考
の
快
楽
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
子
供
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ
１
点 

は
諸
問
題
を
駆
け
巡
る
だ
け
で
な
く
、
問
題
を
創
造
し
専
心
で
き
る
素
養
が
あ
る
か
ら
。 

 

「
問
題
と
は
」 

Ａ 

「
有
用
性
を
離
れ
て
」
―
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・「
何
の
役
に
立
つ
の
か
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
て
も
可
。 

Ｂ 

「
そ
れ
自
体
に
傾
倒
」
―
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・「
重
要
な
の
は
問
題
で
あ
る
」
と
書
い
た
だ
け
で
は
不
可
。 

Ｃ 

「
快
楽
」
―
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・「
楽
し
む
」
と
い
う
表
現
も
可
。 

 
 

 

「
子
供
」 

 
 

Ｄ 

「
諸
問
題
を
駆
け
巡
る
」
―
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・「
権
利
上
、
何
で
も
問
う
者
で
あ
り
、
気
軽
に
、
そ
し
て
無
責
任
に
問
い
続
け
、
大
人
の
答
え
を
契
機
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
な
が
ら
問
い
か
ら
問
い
へ
と
再
現
な
く
飛
び
移
っ
て
行
く
」
と
い
う
箇
所
を
踏
ま
え
た
も
の
も
可
。 

・
た
だ
し
、
何
の
説
明
も
な
く
、「
移
り
気
情
念
」、
あ
る
い
は
「
移
り
気
」
と
書
い
た
も
の
は
不
可
。 

 

Ｅ 

「
問
題
を
創
造
し
専
心
で
き
る
素
養
が
あ
る
」
―
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・「
創
造
」
と
「
専
心
」
の
２
ポ
イ
ン
ト
が
そ
ろ
っ
て
１
点
。 

  

問
三 

【
配
点
５
点
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
２
点 

 
 
 
 
 
 

（
模
範
解
答
例
）
父
が
知
性
で
無
限
を
知
る
こ
と
な
く
、
子
供
の
権
利
た
る
行
為
や
要
求
の
水
準
で
の
無
限
を
体
現
す
る
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
１
点 

 

と
で
、「
限
界
」
と
し
て
の
機
能
を
果
た
せ
ず
、
子
供
に
無
限
を
理
解
さ
せ
ら
れ
な
い
こ
と
。 
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Ａ 
「
知
性
で
無
限
を
知
る
こ
と
な
く
」
―
１
点 

・「
知
性
」
が
必
須
。 

 

Ｂ 

「
行
為
や
要
求
の
水
準
で
の
無
限
を
体
現
」
―
２
点 

・
こ
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
特
に
「
体
現
」
が
欠
け
る
と
、「
対
比
」
が
不
明
瞭
に
な
る
た
め
に
、
こ
の
ワ
ー
ド
は 

必
須
。
単
に
「
無
限
の
要
求
」
と
の
み
押
さ
え
た
も
の
は
１
点
。（
多
数
出
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。） 

 

Ｃ 

「『
限
界
』
と
し
て
の
機
能
を
果
た
せ
ず
」
―
１
点 

・
こ
の
「
限
界
」
に
つ
い
て
は
筆
者
自
身
が
、「
差
し
当
た
り
何
で
あ
り
、
誰
に
担
わ
れ
て
い
る
か
は
第
一
の
問
題
で
は
な
い
」
と 

述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま
ま
用
い
て
差
し
支
え
な
い
。
ま
た
「 

」
を
勝
手
に
外
し
た
も
の
も
可
と
す
る
。 

・「
限
界
」
と
い
う
表
現
の
変
わ
り
に
「
極
限
」
と
い
う
語
を
用
い
た
も
の
も
可
。 

 

Ｄ 

「
子
供
に
無
限
を
理
解
さ
せ
ら
れ
な
い
」
―
１
点 

・
原
則
的
に
は
こ
れ
以
外
の
表
現
は
不
可
。（
同
内
容
と
判
断
さ
れ
れ
ば
そ
の
限
り
で
は
な
い
が
。） 

  

問
四 

【
配
点
５
点
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
１
点 

 
 
 
 
 

Ｂ
１
点 

 
 

Ｃ
１
点 

（
模
範
解
答
例
） 

大
人
が
無
限
の
要
求
を
行
う 

身
体
と
し
て 

同
様
の
要
求
を
子
供
に
も
教
授
し
て
、 

 
 
 
 
 

Ｄ
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ
１
点 

無
限
の
不
可
能
性
を
教
え
る
「
限
界
」
の
機
能
の
喪
失
が
社
会
全
体
で
着
々
と
進
行
し
て
止
め
ら
れ
な
い
こ
と
。 

 

Ａ 

「
無
限
の
要
求
を
行
う
」
―
１
点 

・
同
内
容
と
判
断
さ
れ
れ
ば
こ
の
通
り
で
な
く
と
も
可
。 

 

Ｂ 

「
身
体
と
し
て
」
―
１
点 

・「
身
体
」
と
い
う
ワ
ー
ド
が
望
ま
し
い
が
、（「
無
限
を
知
る
」
た
め
の
）「
知
性
」
も
欠
如
、
と
い
っ
た
よ
う
な
「
知
性
」
と
い

う
ワ
ー
ド
を
用
い
た
も
の
も
可
。 

 

Ｃ 

「
同
様
の
要
求
を
子
供
に
も
教
授
」
―
１
点 

・
拾
い
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
り
、
原
則
的
に
こ
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

 

Ｄ 

「
無
限
の
不
可
能
性
を
教
え
る
『
限
界
』
の
機
能
の
喪
失
」
―
１
点 

・
単
に
「『
限
界
』
の
機
能
の
喪
失
」
と
書
い
た
も
の
も
可
。 

 

Ｅ 

「
社
会
全
体
で
着
々
と
進
行
し
て
止
め
ら
れ
な
い
」
―
１
点 

・
単
に
「
着
々
と
進
行
」
と
し
た
だ
け
の
も
の
も
可
。（
か
な
り
甘
い
採
点
で
は
あ
る
が
。） 


